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令和元年度原子力規制委員会 臨時会議 

 

第７１回会議議事要旨 

 

令和２年３月１７日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力規制委員会 
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令和元年度 原子力規制委員会臨時会議 第71回会議 

 

令和2年3月17日 

15:15～16:15 

原子力規制委員会庁舎内 

 

 

 

議事次第 

 

 

 議題： 日本原子力発電株式会社東海第二発電所の発電用原子炉の設置変更

許可等に係る審査請求及び執行停止の申立てに対する決定について 

 出席者 原子力規制委員会 

      更田委員長、田中委員長代理、山中委員、伴委員、石渡委員 

     原子力規制庁 

      荻野長官、片山次長、櫻田原子力規制技監、市村原子力規制部長、 

      山形緊急事態対策監、児嶋総務課長、 

黒川統括調整官、田口安全規制管理官（実用炉審査担当）、 

正岡管理官補佐 他 
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○冒頭、更田委員長から、今回は、原子力規制委員会が自ら行った処分の適否及

び当不当について審理するという審査請求手続の性質に鑑み、原子力規制委

員会議事運営要領第７条の規定に基づき非公開で開催することを確認し、出

席した全委員が了解した。 

 

○審理官である黒川統括調整官から、資料１に基づき、日本原子力発電株式会

社東海第二発電所の設置変更許可（以下「東海第二発電所設置変更許可」とい

う。）に係る審査請求（以下「東海第二発電所設置変更許可審査請求」とい

う。）及び執行停止の申立て（以下「東海第二発電所設置変更許可執行停止申

立て」という。）について、説明を行った。 

 

〇東海第二発電所設置変更許可審査請求につき、原子力規制委員会は、原子炉

等規制法第４３条の３の８第１項に基づき処分した東海第二発電所設置変更

許可に違法性ないし不当性はないことを確認した。 

 

〇東海第二発電所設置変更許可執行停止申立てにつき、原子力規制委員会は、

「処分、処分の執行又は手続の続行により生ずる重大な損害を避けるために

緊急の必要がある」と認められないことを確認した。 

 

〇原子力規制委員会は、審理手続きを終結し、東海第二発電所設置変更許可審

査請求及び東海第二発電所設置変更許可執行停止申立てにつき、裁決書案及

び決定書案のとおり決定した。 

 

○審理官である黒川統括調整官から、資料２に基づき、日本原子力発電株式会

社東海第二発電所の設置変更許可の審査書に関する意見募集結果案の決定等

に係る審査請求（以下「東海第二発電所意見募集結果案決定等審査請求」とい

う。）について、説明を行った。 

 

〇東海第二発電所意見募集結果案決定等審査請求につき、原子力規制委員会は、

不適法であることを確認した。 

 

〇原子力規制委員会は、東海第二発電所意見募集結果案決定等審査請求につき、

裁決書案のとおり決定した。 

 

〇審理官である黒川統括調整官から、資料３に基づき、日本原子力発電株式会

社東海第二発電所の運転期間延長認可（以下「東海第二発電所運転延長認可」
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という。）に係る審査請求（以下「東海第二発電所運転延長認可審査請求」と

いう。）及び執行停止の申立て（以下「東海第二発電所運転延長認可執行停止

申立て」という。）について、説明を行った。 

 

〇東海第二発電所運転延長認可審査請求につき、原子力規制委員会は、原子炉

等規制法第４３の３の３２第２項に基づき処分した東海第二発電所運転延長

認可に違法性ないし不当性はないことを確認した。 

 

〇東海第二発電所運転延長認可執行停止申立てにつき、原子力規制委員会は、

「処分、処分の執行又は手続の続行により生ずる重大な損害を避けるために

緊急の必要がある」と認められないことを確認した。 

 

〇原子力規制委員会は、審理手続を終結し、東海第二発電所運転期間延長認可

審査請求及び東海第二発電所運転期間延長認可執行停止申立てにつき、裁決

書案及び決定書案について、一部の記載を修正のうえ決定した。 

 

文責：原子力規制部 審査グループ 実用炉審査部門 

 


